
コロナ感染者療養期間の短縮 

厚労省から 9 月 7 日付の各自治体への連

絡で新型コロナウイルス感染症の陽性者で

有症状の場合は、7 日間経過し、かつ症状軽

快後 24 時間経過した場合には 8 日目から

解除が可能となりました。ただし、短縮期

間で体調が回復していない場合は出勤など

無理な活動は控えた方が良いと言えます。

10日を経過するまでは感染リスクが残存す

ることから検温など自身による健康状態の

確認や高齢者等ハイリスク者との接触、ハ

イリスク施設への不要不急の訪問、感染リ

スクの高い場所の利用や会食などを避ける

こと、マスクの着用等、自主的な感染予防

の徹底をしてほしいとしています。 

無症状者は、従来通り、検体接種日から 7

日を経過した場合には 8 日目に療養解除が

可能になります。 

加えて 5 日目の検査キットにより陰性を

確認した場合には 6 日目から解除になりま

す。ただし 7 日を経過するまでは陽性者と

同じような対策をして欲しいとしています。 

療養期間中の外出自粛について 

有症状の場合は症状軽快から 24 時間後

又は無症状の場合は外出時や人と接する際

は短時間とし移動時は公共交通機関を使わ

ず人と接する場合はマスクの着用するなど

して自主的に感染予防行動をとり、食料品

の買い出しなど必要最小限の外出は可能と

されています。 

濃厚接触者の自宅待機期間も 5 日に 

濃厚接触者の扱いは以下の通りです。 

同居する家族が感染した場合は保健所が

濃厚接触者を特定し(同居の家族の)行動制

限を求めるとのことです。 

職場などで感染者が出た場合は同居家族

に比べて感染リスクは低いとは思います。

職場でしっかりと感染対策が取られていれ

ば拡大しない場合もあります。保健所によ

る濃厚接触者特定は行われません。 

職場の中では接触した人が自分で濃厚接

触者に当るかを判断します。周りに感染者

がいるのがわかった場合は、職場に行くと

きは可能な限り抗体検査キットで陰性の確

認をするのが良いかもしれません。 
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